
期
待
さ
れ
る
経
理
・
財
務
の
機
能
強
化

経
済
・
社
会
の
潮
流
、
為
替
・
金
利
・
株
式
市
場
の
変

化
、
会
計
ビ
ッ
グ
バ
ン
以
降
の
会
計
基
準
・
税
制
の
動
向
、

法
律
の
改
正
、
そ
し
て
増
大
す
る
M
＆
A
―
―
経
営
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
は
す
さ
ま
じ
い
。
企
業
は
こ
う

し
た
外
部
環
境
の
趨
勢
を
的
確
に
と
ら
え
、
個
別
の
内

部
環
境
・
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
経
営
を
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
と
に
経
理
・
財
務
部
門
は
、
極
め

て
敏
感
で
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
。
経
済
・
社
会
の
動
向

を
、
現
状
の
み
な
ら
ず
将
来
を
先
取
り
し
な
が
ら
、
会

社
経
営
の
準
備
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
経
理
・
財
務
に
期

待
さ
れ
る
役
割
と
責
任
は
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

ご
承
知
の
よ
う
に
、
経
理
・
財
務
部
門
に
は
、
会
計

（
財
務
会
計
・
管
理
会
計
）、
財
務
、
内
部
統
制
、
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
税
務
、
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
、
グ
ル
ー
プ

経
営
管
理
、コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
I
T
の
活
用
と

い
っ
た
管
理
的
機
能
を
中
心
と
す
る
基
本
的
役
割
が
あ

る
。
し
か
し
、
今
や
こ
う
し
た
基
本
的
機
能
を
十
分
発

揮
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
企
業
価
値
増
大
の
為
の
成
長
戦

略
へ
の
寄
与
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

会
社
を
ど
の
よ
う
に
成
長
さ
せ
る
か
、
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
組
成
、
グ
ル
ー
プ
経
営
政
策
、
M
＆
A
の
際
の
投

資
価
値
評
価
等
を
含
め
た
関
与
な
ど
は
、
ま
さ
に
経

理
・
財
務
部
門
が
果
た
す
べ
き
役
割
分
野
で
あ
る
。

資
本
財
務
戦
略
や
内
部
統
制
制
度
の
整
備
・
高
度
化

に
つ
い
て
も
的
確
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
し
、
伝

統
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
E
R
M
、
A
L
M
と
い
っ

た
高
度
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
も
、
経
理
・
財
務
部

門
に
要
求
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
は

的
確
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
開
示
が
求
め
ら
れ
、
税
務
に
つ
い
て

も
、
高
度
な
機
能
が
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

伊
藤
忠
の
経
営
改
革
と
経
理
・
財
務
部
門
の
役
割

経
理
・
財
務
部

門
に
求
め
ら
れ
る

役
割
に
つ
い
て
よ
り

具
体
的
に
理
解
を

頂
く
為
に
、
個
別

企
業
の
実
例
と
し

て
伊
藤
忠
商
事
に

お
け
る
外
部
環
境

の
変
化
や
個
別
課

題
へ
の
対
応
の
中

で
、
経
理
・
財
務
部

門
が
ど
う
関
わ
っ
た

か
を
説
明
す
る
。
一
九
九
九
年
、
伊
藤
忠
商
事
は
、
不

稼
働
資
産
、
低
効
率
資
産
の
一
括
処
理
を
行
っ
た
。
こ

こ
を
起
点
に
、
成
長
戦
略（
収
益
の
拡
大
）と
財
務
戦
略

（
財
務
体
質
の
改
善
）の
二
本
柱
を
実
行
し
な
が
ら
現
在

に
至
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
行
っ
て
き
た
こ
と
は
、
す
べ
て
経

理
・
財
務
部
門
の
機
能
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

九
九
年
、
一
括
処
理
し
た
資
産
・
事
業
は
、
約
三
〇

〇
〇
億
円
、
連
結
損
失
は
約
八
八
〇
億
円
に
上
っ
た
。

周
到
な
準
備
な
く
し
て
は
、
経
営
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
処
理
の
規
模
、
処
理
後
の
収

益
体
制
の
回
復
、
格
付
へ
の
影
響
、
株
式
市
場
の
評
価
、
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資
金
の
確
保
な
ど
を
徹
底
的
に
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、

処
理
に
よ
っ
て
落
ち
込
ん
だ
株
主
資
本
回
復
の
シ
ナ
リ

オ
設
計
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
の
整
備
、
基
幹
の

経
営
指
標
の
検
討
に
ま
で
準
備
は
及
ん
だ
。
経
営
改
革

の
準
備
と
そ
の
後
の
対
応
に
、
経
理
・
財
務
部
門
は
深

く
関
与
し
て
い
た
。

経
営
改
革
実
行
に
あ
た
っ
て
、コ
ン
セ
プ
ト
に
据
え
た

の
が「
R
C
M（
リ
ス
ク
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）」の
導

入
で
あ
る
。
事
業
の
効
率
性
を「
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
」に
よ

っ
て
計
測
し
、「
リ
ス
ク
の
総
量
管
理
」を
厳
密
に
行
お
う

と
い
う
も
の
だ
。
当
時
、
我
々
は
極
め
て
リ
ス
ク
コ
ン
シ
ャ

ス
な
経
営
の
軸
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
ベ
ー
ス
に
改
革
に
臨

も
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
当
時
一
二
〇
あ
っ
た
ビ
ジ
ネ

ス
ユ
ニ
ッ
ト
を
、
R
O
A
を
縦
軸
に
、
R
R
I（
リ
ス
ク
・
リ
タ

ー
ン
・
イ
ン
デ
ッ
ク
ス：

リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
に
対
し
て
ど
れ
だ

け
の
利
益
を
出
す
か
と
い
う
指
標
）を
横
軸
に
と
っ
た
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
に
プ
ロ
ッ
ト
し
て
い
っ
た
。
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
は
、
R

O
A
二
％
、
R
R
I
は
株
主
資
本
コ
ス
ト
を
ベ
ー
ス
に
八
％

と
し
た
。「
あ
ら
ゆ
る
ビ
ジ
ネ
ス
は
こ
の
数
字
を
超
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
指
標
が
で
き
る
と
、
縮
小
・
撤
退

す
べ
き
ビ
ジ

ネ
ス
、
維
持

し
て
い
く
べ

き
ビ
ジ
ネ
ス

が
明
確
に
見

え
て
く
る
。

こ
う
し
た
考

え
方
で
、
資

産
の
入
れ
替

え
を
行
い
、

収
益
力
の
改
善
を
は
か
っ
て
き
た
。

九
九
年
当
時
、
一
〇
二
七
社
あ
っ
た
事
業
会
社
の
ネ

ッ
ト
損
益
は
一
五
八
億
円
の
赤
字
で
あ
っ
た
。
二
年
間

で
赤
字
会
社
約
三
〇
〇
社
を
ク
ロ
ー
ズ
す
る
計
画
を
立

て
、
こ
れ
を
実
行
し
た
結
果
、
ネ
ッ
ト
損
益
は
二
〇
〇
〇

年
か
ら
若
干
の
黒
字
に
転
じ
、
二
〇
〇
七
年
に
は
六
五

一
社
か
ら
ネ
ッ
ト
一
四
〇
〇
億
円
前
後
の
利
益
と
、
明

ら
か
に
当
社
の
収
益
成
長
の
ド
ラ
イ
バ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

財
務
体
質
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
各
セ
グ
メ
ン
ト
に
許

容
す
る
総
資
産
、
有
利
子
負
債
、
あ
る
い
は
リ
ス
ク
ア
セ

ッ
ト
な
ど
の
厳
重
な
管
理
を
行
い
、
経
理
・
財
務
が
極
め

て
重
要
な
機
能
を
果
た
し
た
。

経
営
改
革
以
降
の
リ
ス
ク
ア
セ
ッ
ト
等
の
厳
格
管
理

の
体
制
か
ら
、
収
益
力
増
強
及
び
財
務
体
質
改
善
に

一
定
の
進
歩
が
見
ら
れ
た
二
〇
〇
五
年
度
以
降
は
、
総

資
産
も
増
や
す
と
い
う
攻
め
の
戦
略
に
転
じ（
”F
R
O

N
T
I
E
R
2
0
0
6
“
中
期
経
営
計
画
）、
今
後
は
、
海

外
収
益
の
拡
大
、
積
極
投
資
戦
略
、
新
規
事
業
領
域
開

拓
を
目
指
し
て
い
る
。
投
資
活
動
を
実
行
す
る
際
、
経

理
・
財
務
部
門
が
営
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
果
た
す
べ
き

機
能
は
極
め
て
重
要
で
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
。

伊
藤
忠
商
事
の
事
例
は
、「
経
理
・
財
務
部
門
は
、
経

営
の
流
れ
の
中
に
戦
略
的
に
組
み
込
ま
れ
機
能
を
果
た

す
べ
き
」と
い
う
こ
と
を
、
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

機
能
を
実
行
す
る
た
め
の
人
材
育
成

機
能
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
実
行
す
る

人
が
い
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
。
経
理
・
財
務
部
門
の

機
能
、
会
社
の
戦
略
を
支
え
る
の
は
す
べ
て「
人
」で
あ

る
。
基
礎
的
な
知
識
を
必
要
条
件
と
し
て
学
ば
せ
な

が
ら
、
経
営
戦
略
で
活
か
せ
る
よ
う
に
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を

広
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
経
産
省
の「
経
理
・
財
務

サ
ー
ビ
ス
・
ス
キ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」や
、
最
近
ス
タ
ー
ト

し
た
高
度
金
融
人
材
産
学
協
議
会
な
ど
は
、
こ
う
し
た

流
れ
の
上
に
あ
る
。

伊
藤
忠
商
事
の
場
合
は
、
入
社
一
〇
年
ま
で
は
基
礎

的
な
知
識
習
得
期
間
と
位
置
づ
け
、
各
部
署
を
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
さ
せ
る
。
次
の
一
〇
年
間
で
専
門
性
お
よ
び
管

理
者
能
力
の
習
得
を
経
て
、
適
材
適
所
の
配
置
を
し
て

い
く
プ
ラ
ン
を
立
て
て
い
る
。
さ
ら
に
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で

必
要
な
経
理
・
財
務
部
門
の
人
数
を
把
握
し
た
上
で
の

人
材
の
確
保
・
育
成
プ
ラ
ン
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
る
。

●

企
業
経
営
を
取
り
巻
く
外
部
環
境
変
化
、
そ
れ
ら

に
対
応
す
る
経
理
・
財
務
部
門
の
役
割
、
個
別
企
業
の

事
例
に
つ
い
て
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
今
後
の
企
業
経
営

で
求
め
ら
れ
る
経
理
・
財
務
部
門
の
役
割
を
ま
と
め
と

し
て
申
し
上
げ
る
為
に
C
O
S
O
の
E
R
M
キ
ュ
ー
ブ
を

使
い
た
い
。
こ
の
E
R
M
キ
ュ
ー
ブ
に
は
、
従
来
的
な
経

理
・
財
務
部
門
の
役
割
・
機
能
の
み
な
ら
ず
企
業
経
営

の
全
体
像
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
企
業
経
営
と
は
、
成

長
と
リ
タ
ー
ン
の
戦
略
設
定
と
、
そ
れ
に
付
随
す
る
不

確
実
性（
リ
ス
ク
）の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
の
最
適
バ
ラ
ン
ス
を

実
現
し
、
企
業
価
値
の
最
大
化
を
は
か
る
も
の
だ
。
そ

の
す
べ
て
の
フ
ェ
ー
ズ
に
わ
た
っ
て
、
経
理
・
財
務
部
門
が

か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
キ
ュ
ー
ブ
は
、
今
後
の
企
業
経
営

で
求
め
ら
れ
る
経
理
・
財
務
部
門
の
役
割
を
包
括
的
に

あ
ら
わ
し
た
も
の
で
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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※
本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
三
月
五
日
開
催
の
「
第
四
回
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S
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
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」
の
講
演
内
容
を
編
集
部
に
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。


